


















































コンタクト先	 三重大学　国際環境教育研究センター
 TEL：059-231-9823
 E-mail: contact@gecer.mie-u.ac.jp

省エネ効果 & 特記事項

１. 省エネルギー効果
(1)	太陽光発電設備
正門横に設けた太陽光発電設備 (60kW) を中心に､ 全学に合計 177kWの
太陽光発電設備を設置し､ 省エネルギー ･CO2 削減を図った｡
エネルギー量▲ 56kℓ / 年､ CO2 排出量▲ 81t-CO2/ 年 ( 電力削減量▲
217千 kWh/ 年 )
(2)	風力発電設備
年間を通して風況が良い ( 夏季は海からの浜風､ 冬季は山からの陸風 )
立地条件を活かし､ 風力発電設備 (300kW) を導入し､ 省エネルギー
･CO2 排出量を削減した｡
エネルギー量▲ 68kℓ / 年､ CO2 排出量▲ 99t-CO2/ 年 ( 電力削減量▲
265千 kWh/ 年 )
(3)	ガスエンジンコージェネレーション設備
ガスエンジンコージェネレーション設備 (2,000kW) と､ その排熱を利用
して冷水を製造する冷熱源設備 510USRT(1,793kW) を導入し省エネル
ギーとCO2 排出量削減を実行した｡
エネルギー量▲ 1,183kℓ / 年､ CO2 排出量▲ 1,725t-CO2/ 年	( 電力削減量
▲ 10,556 千 kWh/ 年､ A 重油削減量▲ 987kℓ / 年､ 都市ガス使用量 +2,224 千 Sm3/ 年 )
(4)	デシカント空調設備の導入
年間の稼動時間が長い熱源機を中心に更新。新しい機器は湿度と温度の制御を独立させることにより､
節電と快適性を両立させる電気式デシカント空調｡
エネルギー量▲ 82kℓ / 年､ CO2 排出量▲ 173t-CO2/ 年	( 都市ガス削減量▲ 100 千 Sm3/ 年､ 電力
+123 千 kWh/ 年 )	｢従来空調機 ( ガスヒートポンプ ) との比較｣
(5)	病院への熱供給設備の燃料転換
病院への熱供給設備の燃料を､ 油から都市ガスに燃料転換｡
エネルギー量▲ 466kℓ / 年､ CO2 排出量▲ 2,322t-CO2/ 年	(A 重油▲ 1,803kℓ / 年､ 都市ガス
+1,097 千 Sm3/ 年、電力 +411 千 kWh/ 年 )
(6)	全学の学生・教職員の節電への取り組み
・省エネ活動の「見える化」とMIEUポイント　▲ 2,770kWh/ 年 ( ▲ 1.03t-CO2/ 年 )
・デマンドレスポンス（ピーク電力抑制する節電活動）▲ 430kW( デマンドの▲ 4.5%)
・緑のカーテン（ゴーヤを環境科学館前に植栽）日射遮蔽効果　▲ 65～ 90%，葉の裏側の温度　▲ 1.5
～ 2.5℃

２. 受賞
　（1）平成 26年度	省エネ部門		省エネ事例部門	経済産業大臣賞
　（2）平成 24年度	第 22回地球環境大賞	文部科学大臣賞
　（3）平成 27年度	グリーン購入大賞	環境大臣賞
３. 補助金
　平成 25年度	次世代エネルギー技術実証事業補助金交付（経済産業省）

導入実績または予定

◆省エネルギーの達成状況
　2010 年から 2014 年までのエネルギー使用量 ,	床面積当り
のエネルギー /CO2 原単位の推移を右図に示す｡ 2013 年には
2010 年に比べ､ エネルギー原単位は▲ 20.4%,	CO2 原単位は
▲ 27.3%となった。
　昼夜を問わずエネルギーを連続して消費している病院では
コージェネからの電気と排熱を余すことなく有効に活用してい
る。また太陽光 ,	風力発電からの電力はFIT(Feed-in	Tariff、固定
価格買取制度 ) を使わず、すべてキャンパス内で利用している。
　病院の床面積当たりの2013年のエネルギー原単位は▲44.3%	
(CO2 原単位は▲ 54.1%) となった｡
◆ピーク電力の抑制
　コージェネや蓄電、設備の運用改善によりピーク電力
(9,530kW) を 4,770kW（ピーク値の 50.1%）抑制した。

風力発電設備 (300kW)
の見学風景
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� �株式会社　東芝／東芝エレベータ株式会社

環境あんどんによる工場の診える化と最適化
特　徴

　◆自社工場から生まれた“環境あんどん”※は、現場で省エネ・環境についてコミュニケーションできる
ように開発。

　◆工場管理部門～設備のオペレータまでが、自分の知りたい生産・環境状態を簡単に確認できる階層選択。
　◆設備に設置した各種センサからの取得データを、単に「見える化」するだけでなく、一元的に比較・分

析・監視できる「診える化」モニタリングシステム。
　◆画面作成はとっても簡単。フロアマップの画像を貼り付け、各アイコンを載せるだけで簡単にカスタマ

イズ。
　◆日本語だけでなく・英・中 三か国語対応。

※「あんどん」とは、必要な情報を、必要な人に、タイミングよく知らせるための、目で見る管理のツール。
　一般的なあんどんは、電力データや環境データを単にグラフ化するもの。
　環境あんどんは、生産現場の各設備の電力および環境をリアルタイムに計測し、見たい人が見たい時に
　見たい画面を簡単に見ることで、情報を共有でき、画面・データから気づきが得られるツール。

概 要 or 原 理

　① アイコン表示による「アラート機能」で、“どこで、何の警報が発生したのか”が一目瞭然

　② 見たい人が見たいところを自在に確認できる「階層選択」で、全員参加型のコミュニケーションを実現

工場長・エネルギー管理者

フロアリーダ・管理者

エリアリーダ

オペレータ

自在に階級画面 
を選択表示

� �オムロン株式会社

キーワード Y4 ソフト・システム Z4 電力 E29 電気機器具製造業
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コンタクト先	 オムロン株式会社　ブランドコミュニケーション部
	 TEL:	075-344-7175
	 HP	の	URL・問い合わせ先：https://www.omron.co.jp/

省エネ効果 & 特記事項

　◆ 2010 年に活動を開始し、2018 年度には工場使用電力量を 2010 年度比 20％以上削減した。（原単位
▲ 47%）（274.1 万 kWh → 217.8 万 kWh）

　◆省エネ改善金額は、計 2,532 万円／ 2010 ～ 2018 年度。

　◆生産現場は、生産性や品質への影響を心配することから省エネ対策が困難とされるため、省エネ専門家
でなく、現場レベルで使用できる”環境あんどん”で「診える化」を進め、生産性や品質に悪影響が出
ないことを計測データで示し、現場が安心して省エネ対策を実践できる環境を整えられる。

　◆“省エネ・環境・品質・生産性・安全安心”を関連させて全てのバランスを良く改善する「最適化」活
動に向けて、現場とのコミュニケーションが密にできることで、生産現場での課題解決が図れる。

　◆ PAT 登録 ： 特許第 4377353 号（見たい人が見たいところを自在に確認できる「階層選択」 で、全員
参加型のコミュニケーションを実現）

　◆受賞歴は、平成 24 年度省エネ大賞「経済産業大臣賞」、第２３回地球環境大賞「日本経済団体連合会会
長賞」、IPEEC　省エネトップテン　第 2 回国際リスト　「産業部門」など

導入実績または予定

国内 社内：オムロン野洲工場、阿蘇工場
 他社：２００社以上で採用され、生産現場の省エネ活動に貢献しています。（２０１３年６月発売）

 また、購入いただいているお客様だけでなく、省エネ活動を進められるお客様に対して、社内事例
 のノウハウを、工場見学や外部講演を通じて、多い年で１００件／年以上の実績で、社会への環境
 貢献を続けています。

海外 社内：オムロン上海、マレーシア工場
 他社：数件あり
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